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その他の計算力学部門関連のセッションも盛況であり、常時
20～ 40名程度の聴講者を集めていた。特に「1DCAE・MBDの
ためのモデリング」や「解析・設計の高度化・最適化」は多くの
発表があり、賑やかであった。また、医工学テクノロジー推進会
議企画の一般開放行事／ワークショップ「機械工学分野におけ
る少子高齢化社会の課題解決に向けた活動推進」でも、計算力
学部門を代表して高野先生（慶応大）がパネリストとして参加さ
れた。医療技術に対する機械工学の役割が議論され、多くの聴
講者が耳を傾けていた。

一方で、学生発表の多くはポスター発表に回され、4回に分
けて、各90分のポスターセッションが学生会館で実施された
（写真6）。会場は十分なスペースがあり、過度な密集は避けら
れていた。対面ならではの濃密な議論が行われており、オンラ
インではこのような濃密な議論はできないことを改めて認識さ
せられた。そして、コロナに負けず、頑張っている学生たちの姿
を見ることができて、とても嬉しかった。
全体を通じて、対面開催の良さを再認識させられた大会で

あったが、オンラインの利便性は忘れがたく、対面とオンライン
の相補的な運用が今後も強く求められることと思う。また、懇親
会がない学会の寂しさは否めず、人的ネットワークづくりの場
をどのように提供していくのか、学会としての課題はまだ残っ
ている。ただし、セッション合間での旧知との雑談は僅かな時
間でも嬉しかった。
末筆ながら、コロナ感染が拡大する中での開催となり、コロ

ナ対策を万全にした上で、大会の開催にご尽力された下山大
会委員長（富山県立大）、小熊実行委員長（富山大）をはじめ、
実行委員会の先生方、および特別企画やOSのオーガナイザー
の皆様に、改めて感謝申し上げたい。

写真4　ハイブリッド開催されたセッションの様子 写真6　ポスターセッションの様子

写真5　高野前部門長（慶応大）の基調講演の様子
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